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与えた発話意図の再予測を用いた
応答生成モデルの検討
◎隆辻秀和・吉野幸一郎・須藤克仁・中村哲（奈良先端科学技術大学院大学）

概要

背景

提案手法

実験結果

考察・今後の方針

自動評価実験

問題 条件付き生成における生成結果に条件が含まれる保証の不足
手法 生成後に与えた条件を再予測することで生成に対する制約を導入
実験 DSTC2 におけるテストセットを用いて情報反映結果を比較
 有意な差は見られず 
条件付きの応答生成はさまざまなタスクの達成に必要

（とりわけ情報案内のタスクで有効）

金沢行きの特急は何時に発車しますか？

9時2分に0番ホームから発車します

Seq2Seqのモデルに発話意図の再予測モデルを結合して学習

先行研究 [Madotto 2018][Zhou 2018] は条件付き生成の評価タスクで高い精度を達成
→一方でモデル内の条件が生成に用いられる保証が存在しているわけでない

Encoder Encoder Decoder Decoder

DSTC2 コーパスをふたつの評価実験（自動評価・主観評価）を実施

proposed 50.85 2.0127 69.82 0.8561
baseline 55.42 2.1890 69.15 -
Model BLEU Ppl. Ent.F1 Acc.

・再予測精度が高いにもかかわらず生成が改善しない→隠れ状態を通じたリークが原因？
・生成部と再予測部を分離したネットワークによる学習が必要

クエリ文 発話意図

応答文 発話意図

proposed 2.2206
baseline 2.2894
Model Score(avg.)

4 つの評価尺度を用いて 2 つのモデルを比較 主観評価実験
Amazon Mechanical Turk を用いて、それぞれの生成結果に与え
られた発話意図情報が正しく含まれているか、3 名の評価者によ
る 3 段階評価を行い、多数決を生成結果の評価として採用。
各モデルごとに生成結果ごとの評価結果を平均して比較

BLEU …… 生成結果の流暢性について評価
パープレキシティ …… 言語モデルとしての性能を評価
Entity F1 …… 発話意図の反映精度について評価
再予測精度 …… 再予測部分の性能評価

再予測モデル

損失関数は応答文生成の単語予測誤りと発話意図予測の誤りの線形和を使用

いずれの評価尺度でもベースラインからの大幅な改善は認められなかった

condition

金沢行きの特急は何
時に発車しますか？

9時2分に0番ホームから
発車します
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